
　昨今、日本各地で水害や地震による大規模な災害が毎年のように発生しています。被災地では数多くの
ボランティアが活躍し、地域の復旧、復興にかかせない存在となっています。
　当センターでは、江戸川区が大規模な災害に被災した場合に備えて、区民向け講座や研修会、訓練など
を毎年実施しています。このような取り組みを通じて、地域の防災力向上とともに、区内外から駆けつけ
てくださるボランティアを受け入れる仕組みを整え、地域の早急な復旧、復興に向けた体制づくりを行っ
ています。

　この講座は、大災害が発生したときに、ご自分やご家族、ご近所の
皆さんが、お住まいの地域をどのように守るか、復旧に向けてどの
ように取り組むかを学ぶ講座です。グループワークやフィールド
ワークも取り入れたわかりやすい内容です。
　初級講座を年2回（春・秋）、中級講座を年1回（冬）開催しており、
受講者は、現在まで200名を超えました。
　講座の開催は「広報えどがわ」や「ボランティアセンターだより」
などでお知らせしています。受講を希望する方は是非ボランティアセンターまでお問い合わせください。

　令和になって初めての「交流会」が、去る12月3日
にグリーンパレスで開催されました。この交流会は、
昭和62年から毎年1回この時期に開催されています。
33回目となった今回は160名が参加し、賑やかな交流
会となりました。
　斉藤区長はじめ白井鶴岡市東京事務所長、日頃から
私たちボランティアがお世話になっている福祉施設の
代表者など多くの方が来賓としてお見えになりました。
斉藤区長は「令和元年はラグビーワールドカップで盛
り上がりました。令和2年はいよいよ2020オリンピッ
ク・パラリンピックが開催され、本区も大会会場の一
つになります。ボランティアの皆さんも“ワンチー
ム”となって大いに盛り上げてください。」とご挨拶。
　続いて各施設や団体から、ボランティアの活動状況
などの発表があり、お互いの活動内容や近況を知るよ
い機会になりました。また、恒例の「お楽しみ抽選会」
では、各加盟団体が持ち寄った豪華（？）景品のくじ
引きに一喜一憂する姿もありました。

　最後に舞踊ボランティアの踊りを参考に
しながら「東京五輪音頭2020」を参加者
全員で踊り、幕
を閉じました。

大災害に備えて
ボランティアセンターの取り組みボランティアセンターの取り組み

問い合わせ　えどがわボランティアセンター　電話03-5662-7671

①災害講座「大災害！ そのときあなたは？ 家族は？ 地域は？」

　大規模災害が発生したときは、江戸川区社会福祉協議会とともに
地域の方々の困りごとを集約し、災害ボランティアの活動調整を行
う拠点として「災害ボランティアセンター」を設置します。このセン
ターの運営訓練を、毎年1回実施しています。区内外から駆けつけて
いただくボランティアを受け入れ、現地へ派遣するまでの流れを訓
練することで、地域の復興を円滑に進める方法を考えます。
　今年度は3月14日（土）10時からグリーンパレス及び東小松川公
園で実施しますので、見学や参加をご希望の方は下記まで問い合わ
せのうえ、お申込みください。

③災害ボランティアセンター運営訓練

　上記講座を受講した方々を対象に、災害ボランティアや防災に
関する知識を深めるため、毎年1回開催しています。
　今年度は実際に被災地でボランティア活動をした経験がある
方々による報告会を行い、
被災地でのボランティア
活動について理解を深め
ました。

②災害ボランティア研修会
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